
共生星は白色矮星と赤色巨星の連星系である。
分子の吸収線(低温度巨星)と高励起輝線(高温度プラズマ)がともに見える天体のことである。
特に低温度星がミラ型星の場合、ミラ型共生星(symbiotic Mira)とよばれる。
V407 Cygの場合、M6-M7 red giantの放射を背景に強い輝線HI,HeI,HeII,NIII,[NII],[OIII] が観測された。
またM型星の特徴であるTiO吸収帯も観測されている。（E.A.Kolotilov,U. Munari et al. 1998）

(E. A. Kolotilov, U.Munari et al. 1998)より

上図:1991年10月18日と
1993年5月29日のV407 
Cygのスペクトル。1993年
にはTiO吸収帯とともに
Hα線が見えている。
右図:1994年8月4日のス

ペクトル。増光時のもの
で、多数の輝線が見えて
いる。

V407 Cygは745日の振動周期をもつ。 (Bmax =2429710+745×E) （Meinunger 1966）
V407 Cygはミラ型星による星周ダストをもつ。→白色矮星の放射により非球対称。（U. Munari et. al 1990）

V407 Cygは1936年の増光時に発見された。(B～14.1) その後、3年間かけてゆっくりと減光。745日の周
期でミラ型の振動を示した。(13.5～17 Mpg) (Hoffmeister 1949)
1998年に2度目の増光。1936年のものより長く、0.8等明るい極大(B～13.3)（E. A. Kolotilov et. al 2003）
2010年3月に最も急激で明るい増光(B～9)が西山さんと椛島さんによって発見された。

大阪教育大学51cm反射望遠鏡+Andor CCD camera
観測日:2010/3/16~2010/6/30 計42晩
露出時間：1～60秒
使用フィルタ：B,V,Rc,Ic,y
読出時間：30秒
Binning :2×2
比較星:BD +45°3368

(B=11.050,V=10.051,R=9.415,I=9.078)

主鏡（放物面）
口径：510mm、
焦点距離：1750mm

副鏡（双曲面）
口径64mm、
焦点距離：-717mm

合成焦点距離 6000mm
合成口径比 F/12

データはIRAFで処理した。
測光はAperture photometry
1夜につき各バンド10枚ずつ撮影し、そ

の測光値の平均をプロットした。エラー
バーはそのときの標準偏差を示す。
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2010年の増光後の光度曲線
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大きな増光幅から見ても今回の増光は新星爆発といえる。
V-Iの爆発後50日くらいからの急激な増加はhot componentの減光に伴い、ミラ型星の寄与が相対
的に大きくなったからだと考えられる。
プラトーをもつ→回帰新星の可能性がある。

Iバンド以外で20～42日
ごろにプラトーがある。


